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分野 廃棄物処理処分

タイトル 放射性廃棄物処分場の設計の原則とアプローチ

前書き 2020年に発行されたIAEAの報告書「放射性廃棄物処分場の設計の原則とアプローチ」から、放射能レベル毎の処分概念、設計

上の要求事項などの基本原則を学び、解体で考慮すべき事項を議論・整理し国内の基準と比較しました。

調査文献 IAEA Nuclear Energy Series　No. NW-T-1.27

DESIGN PRINCIPLES AND APPROACHES FOR RADIOACTIVE WASTE REPOSITORIES　2020

調査文献の概要 　本報告書は、IAEA加盟国に対して、放射性廃棄物処分のニーズに対応するために用いることができる処分場設計の原則とア

プローチの概要を提供するものです。

　放射性廃棄物処分場の設計で考慮すべき事項や、設計の各段階と、配置、ライセンス供与、建設、運用、閉鎖などの関連する

イベントとプロセス、処分場の海外事例を説明しており、放射性廃棄物処分場設計の入門書です。解体で発生する廃棄物は最終

的に処分されるので、処分場の設計要件から廃止措置を合理的に進めるためのヒントを考えるのに役立ちます。

報告書の概要は次の通りである。

・設計プロセスでは、処分場建設に向けたの各段階（サイト選定、設計段階、許認可、閉鎖）で、増加していく利用可能な情報

を使って繰り返し安全評価を行い、設計の最適化を図っていくこと、放射能レベル、半減期により廃棄物を分類し、それに応じ

た処分方法としていくこと、処分場レイアウトは、地形やその他の敷地条件、アクセスルート、潜在的な環境要素に関して、こ

れらの項目を考慮して配置される。加えて、法的要件、規制、プログラムによる制約も反映されること。

・設計原則として、(a) 要件主導設計基準の活用、(b) 複数のバリアによる安全コンセプトに基づく設計、(c) 安全で信頼性が高

く、利用・保守可能な技術の使用、(d) 設計の反復開発と最適化、(e) 設計の完全性の維持、(f) 透明性があり監査可能な設計の

作成、(g) 核保障措置及びセキュリティの統合設計を取り入れる。

・設計ステップは、①一般的な設計、②立地のための概念設計、③建設許可のための詳細設計、④建設と操業のための詳細設

計、⑤処分場の操業及び増設のための継続的な詳細設計、⑥閉鎖のための設計、で進められる。

調査文献の目次 第1章：目的・適用範囲・報告書の構成
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第4章：放射性廃棄物区分毎の処分場設計例

第5章：結論

研究会の考察 処分場設計での重要事項は、

• 理想的手順とは、廃棄物インベントリの評価が重要である。廃棄物に適した処分概念と地質環境のバランスのとれた評価が重

要である。

• 処分場設計プロセスの透明性の確保が重要である。

• 全プロセス(立地、ライセンス供与、建設、操業、および閉鎖)に対する設計原則の適用が重要である。

設計段階で特筆すべき事項は、


